
平成２７年度第２回市民評価委員会議事録 

 

１ 開催日時  平成２７年１０月２７日（火）１４：００～１５：００ 

 

２ 開催場所  市役所３階 応接会議室 

 

３ 出 席 者  委員１３名（眞鍋昌裕委員長、加藤学副委員長、佐々木世希委員、萩尾

孝一委員、福本頼幸委員、伊藤学委員、山崎浩委員、石塚斐子委員、沖

則文委員、越智千鶴子委員、村上義幸委員、佐藤治司委員、戸田俊之委

員） 

        事務局３名（総合政策課 鴻上、河端、篠﨑） 

 

４ 傍 聴 者  なし 

 

５ 会議内容  （１）開会 

        （２）専門部会評価結果 

        （３）質疑 

（４）市民評価委員会の評価の決定 

（５）その他 

（６）閉会 

         

６ 議事録 

事務局 

 

 

 

 

 

眞鍋委員長 

 

 

 

 

 

 

本日は、お忙しい中ご出席いただきまして、ありがとうございます。それ

では、ただ今から第２回市民評価委員会を開会いたします。 

市民評価委員会は、委員長が議事進行することとなっておりますので、眞

鍋委員長にお願いしたいと思います。 

眞鍋委員長よろしくお願いいたします｡ 

 

７月２７日に第１回の市民評価委員会を開催し、その後各専門部会に分か

れていただいて、これまでご審議していただきました。議事録を読ませてい

ただきましたが、熱心なご審議ありがとうございました。 

 本日は、評価結果の報告をいただき、その内容について審議し、最終的に

市民評価として決定いたしまして、経営戦略会議に報告いたしたいと思いま

す。 

 それでは、快適交流・経済活力部会の評価結果について、事務局から説明
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をお願いいたします。 

 

まず、全体の結果を簡単に説明させていただきます。 

パソコンの画面にもありますが、Ａ３カラー刷りの「行政評価対象事業一

覧表」をご覧ください。 

全４４事業について、それぞれの部会で熱心に議論していただいた結果、

「重点化する」が６事業、「手段を改善する」が１１事業、「現状のまま継続

する」が２７事業となっております。 

 その内、自己評価結果と市民評価結果が異なる事業につきましては、１１

事業でございました。 

それでは、「快適交流・経済活力部会」１５事業の評価結果について、「市

民評価委員会評価結果一覧表」に沿って、ご説明させていただきます。 

 

<快適交流・経済活力部会評価結果の説明> 

 

ありがとうございました。佐々木部会長さんの方で補足があればお願いし

ます。 

 

市民評価の結果につきましては、市の方である程度手段を改善しながら事

業に取り組んでいるということから、「現状のまま継続する」との判断結果

が多少多くなりました。 

 

質疑に入ります。何かご質問、ご意見はございますか。  

 

<質問・意見なし> 

 

それでは、快適交流・経済活力部会の１５事業につきましては、ただいま

の評価結果を市民評価委員会の結果として、経営戦略会議に報告いたしたい

と存じますが、よろしいでしょうか。 

 

<異議なし> 

 

ありがとうございます。それでは、この内容で、経営戦略会議に報告して

いただきます。 

次に、環境調和・健康福祉部会の評価結果について、事務局から説明をお

願いします。 
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それでは、「環境調和・健康福祉部会」１５事業の評価結果について、ご

説明させていただきます。 

    

<環境調和・健康福祉部会評価結果の説明> 

 

ただいま事務局から説明がありましたが、これは私の部会でございます

が、委員の協議内容が反映されており、このままで良いと思います。 

他にご質問、ご意見はございますか。  

 

 <質問・意見なし> 

 

ないようでしたら、環境調和・健康福祉部会の１５事業につきましては、

ただいまの評価結果を市民評価委員会の結果として、経営戦略会議に報告い

たしたいと存じます。 

次に、教育文化・自立協働・計画の推進部会の評価結果について、事務局

から説明をお願いします。 

 

それでは、「教育文化・自立協働・計画の推進部会」１５事業の評価結果

について、ご説明させていただきます。 

    

<教育文化・自立協働・計画の推進部会評価結果の説明> 

 

ありがとうございました。加藤部会長さんの方で補足があればお願いしま

す。 

 

私たちの部会では、自己評価結果と市民評価結果が一致して、「現状のま

ま維持する」という判断が大半になりました。 

評価対象事業の「愛媛地方税滞納整理機構負担金」では、新居浜市から、

愛媛地方税滞納整理機構へ出向し、戻ってきた職員が、知識やノウハウを生

かせるような人事制度を考えていただきたいと感じました。 

 

ありがとうございました。他に何かご質問、ご意見はございますか。  

 

「放課後子ども教室推進事業」の他意見の箇所で、人材不足について、高

校に協力を依頼と記載があるが、新居浜工業高等専門学校も含んでいるの
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か。 

 

ここに記載の高校の趣旨には、新居浜工業高等専門学校も含んでいます。 

 

他にございませんか。 

 

<質問・意見なし> 

 

他にないようでしたら、ただいま説明のあった、教育文化・自立協働・計

画の推進部会の１５事業も含め、これまでの評価結果を市民評価委員会の結

果として、経営戦略会議に報告いたしたいと存じますが、よろしいでしょう

か。 

 

 <異議なし> 

 

ありがとうございます。それでは、この内容で、経営戦略会議に報告して

いただきます。 

それでは議題のその他に移りますが、何かご意見はありませんか。 

 

サッカー場や、あかがねミュージアム、公民館等、新居浜市の施設は全体

的に駐車場が少ないため、今後何かを計画していくときは、駐車場の確保を

考えて計画をしていただきたい。 

 

委員の出席率が低い。委嘱されたのであれば、責任をもって出席し、討議

に加わっていただきたいが、この問題に対して事務局はどのような対策をし

たか伺いたい。 

 

日程調整をして、開催時間を夜にしたり等行っていますが、仕事をされて

いる委員さんもおられますので、今後も出席率を上げられるような工夫をし

ていきたいと思っております。 

 

団体から推薦される場合は、団体も責任をもって推薦しないと、市民評価

委員会が形だけのものになってしまう。他の委員の意見もうかがいたい。 

 

様々な分野の評価があり、各団体の意見を出さなければ分からない項目も

あるため、全員の委員の出席が無ければ十分な審議が出来ないと思います。 
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 継続の委員で、前回も今回も出席されていない委員もおられる。推薦人の

審査について、事務局はどのように行っているのか。 

 

委嘱に関しては、各団体に選任及び会への出席の依頼をかけていますが、

団体から推薦された委員さんに関して、事務局としての選考は行っておりま

せん。 

 

今後はどの様に行うのか。実績を見て、会に出席いただける委員を推薦し

てもらうよう働きかけるのが事務局の役目ではないか。 

 

そのような依頼は、今後やってまいります。 

 

代理出席は可能か。 

 

代理出席に関して、細かな取り決めはありませんが、代理出席を妨げるも

のでは無いと考えております。 

 

事務局には、代理出席が制度上可能か確認していただき、委員の出席率を

上げる方法をとっていただきたいと思います。他にありませんか。 

 

事務事業の「地域コミュニティー再生事業」に関して、市の職員の自治体

加入率はどのくらいか。 

 

約９７パーセントです。 

 

評価シートの書き方について、事業の概要や目的、数値の根拠等がもう少

しわかりやすいように考えてほしい。 

 

事務事業の部会は違うが、産業分野の「地産食材六次産業化推進事業」と

福祉分野の「食育推進事業」等、目的が関連するものもあるので、担当課の

繋がりを強めて、より効果的な事業としてほしい。 

 

行政評価で様々な専門家の意見が聞くことができ、参加できて良かったと

思う。しかし、今回出た意見や情報は、若い世代は知らない場合が多く、そ

のような世代を育て、伝えていくことを、行政だけではなく、各委員も今後

検討していかなければならないと思った。 
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他にございませんか。 

 

<質問・意見なし> 

 

それでは今後の流れについてですが、今回の決定を経営戦略会議に報告し

て、決定を受けた後、事務局より経営戦略会議の結果を郵送して頂きます。 

その内容を、次年度の第１回の市民評価委員会で説明していただくことに

なります。 

事務局から何かございませんか。 

 

 委員長からもご説明がありましたが、年内に庁内の市長以下で組織する経

営戦略会議にて今回の結果を報告し、次年度の最終的な取り組み方針が決定

いたします。結果につきましては、郵送させていただき、次年度の市民評価

委員会でも報告いたします。 

 今回評価していただいた内容については、平成２８年度の予算へ反映させ

ていくため、いただいた意見につきましても事業展開していく中で十分配慮

していきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 １年間本当にありがとうございました。 

 

長期にわたる審議、また貴重なご意見をいただいてありがとうございま

す。 

 それでは、他にないようでしたら、これで本日の市民評価委員意を終了い

たします。ありがとうございました。 

 


